
　「エリート大工を養成せよ」を掲げ、既存建設業界の常
識を打破り、建設業界に突風を引き起こしている異端児が
いる。日本の伝統建築から現代的なマンション , ビルに至
るまで最高の技術を持つ ‘最強の大工集団’ を育成した平成
建設の秋元久雄社長がその主人公である。 彼が建てた賃貸
マンションは他より家賃が高いが、高級感があり、その上
利便性が抜群で入居には数ヶ月待ちも珍しくない。

　景気低迷に最大の打撃を受ける建設業。失われた10 年に
アメリカ発、金融危機まで重なり、日本建設業界はまさに
暗黒の時代突入している。建設業従事者は 685 万人で全従
業者の 10.2% を占めた 1997 年を頂点に減少し始め、去年 
10 月には 540 万人に下がり 8.2% 台まで減った。

　今年だけでも倒産と閉業で 12 万人が減ったが、このよ
うな世界的な不況を嘲笑うかのように来年新規採用を増や
すという秋元社長。タフな感じの口調だが確固たる哲学が
初めて会った人を吸い込む力強い魅力をもつ人物である。
　1989 年創業とともに 20 年の間、一度も赤字を出さず 
45 度以上の成長曲線を描いて来た彼の経営手腕を覗いてみ
たい。

　富士山が見下ろしている沼津市の中心部にたつ平成建設
本社。 従業員 400 人余りに年売上 110 億円。建設会社とは
思えないほど玄関から雰囲気が温和だ。暖かいと感じるほ
ど柔らかい。が、そういう穏やかさの中に整然さが感じら
れる。
　事務用の机が皆数十万円にもなる高級木材で、備品では
なく商品だという。社長の机から仕事の姿まで事務室自体
が展示空間という感じだ。
　大工を含めて 160 人余りの職人が正社員である。建設会
社が直接大工を採用し、正社員に置くことは日本ではあり
えない事だ。費用節減のためにゼネコンが受注をした後、
下請に仕事を下ろすのが一般的である。しかし平成建設は
逆の発想で収益を創出している。
　平成建設の最大の営業秘密は内製化。内製化とは営業 , 
設計 , デザイン , 施工管理 , 事後管理まで全てを外部に下請
せずに直接行う。
　「内製化を通じて一括して工程が行われ、業務処理が順
調に進み、完成された建物に欠陥が消えました。いくら良
い設計図が出てきてもそれを作り上げる大工の技術がなけ
れば意味がないのです」

　秋元社長は創業当時から大工育成に力を注いで来た。日
本では 80 年に 98 万人あった大工が 2005 年には 58 万人
に減った。10 年後には 38 万人まで減るとする予測も出て
いる。
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　「建築設計士のみ増えれば、誰が家を作りますか ?」と抗弁する秋元社長
が大工減少に危機感を感じて出した秘策が ‘高学歴大工’ 養成だ。
　「ますます複雑で高度化していく設計図を反映しようとすれば、着の身
着のまま使う大工ではなく、頭を使う大工が必要と思いました。」

　実際に平成建設には高学歴者大工が多い。東京大学、京都大学、早稲田
大学など日本有数の大学を卒業したエリートだ。去年新入社員 36 人も皆
大卒だった。代表的な 3K 業種の一つである建設業、それも大工という職
人にどうしてこんなに多くの若者が並ぶのだろうか ?「既存大工の世代と
は違い、大企業水準の待遇と充実な福利厚生制度を取り揃えました。」 　ま
た、師匠の後ろ姿を見ながら密かに学んだ過去とは違って、最高水準の職
人が師匠になって一対一で優しく指導をする。希望者には 寮が提供される。
　もう一つ珍しいことは社内に居酒屋があるということ。日暮れになれば
居酒屋がオープンする。その２階には酔って家に帰れない社員たちのため
に部屋が用意されている。
　就職希望企業ゼネコン部門 10 位を占めるほど、若者達に人気のある秘
密がわかるような気がする。

　建設現場で他社と違うもう一つの特徴を見つけることができる。必ず建
築を依頼した家主の写真がかかっている。職人たちにも家主の写真を配布
し、工事が終わるまで持っているようにする。
　そして顧客が尋ねて来た時には挨拶をすることが鉄則として決まってい
る。顧客の要望や質問があれば、直ちに回答をし、分からないのがあれば
本社に確認して応対している。
　「現場の職人たちが家主のために家を建てているということを忘れない
ようにするためです。また、家主の顔写真を見ながら仕事をするようにな
れば、もっとまじめに仕事にかかるようになりますからね。」

　彼がこんなに徹底的に顧客中心の現場を作ったのは、過去の経験が大き
く影響している。平成建設を創業する前、秋元社長は、年間 10 億円の売
上げを上げる住宅トップセールスマンだった。ある日、建設現場で家主の
質問を無視して、「うるさい！」といいながら席をたつ職人を目撃したの
が今日平成建設創業を決心したきっかけとなる。

「ありえない事ですね。受注した建設会社所属ではなく、下請業者に所属
する大工だから家主が誰でも関係がなかったという態度だったです。家主
が誰なのかは関係なく、仕事を与えたくれた建設会社とだけうまく行けば
良いという認識がはびこっていました。」

　秋元社長の顧客中心現場は、ここに止まらない。現場勤務の大工たちは
出勤するやいなや現場周辺掃除から始める。近所の人から不平が出ないよ
うにして、入居の後に不和な関係にならないように気配りするのである。
工事現場にも整理整頓を徹底し、いつ家主が来ても安心するようにしてい
る。

「すべてのものは顧客のために、その顧客のために大工が存在するという
ことを認識する時、良い家は建ちます。」

　大工の息子に生まれた秋元社長は、大工にはならなかったが、大工に愛
着が強い。高所恐怖症に加え、お父さんの仕事に対する反抗心、それに建
設業をしたお父さんの会社が高校生の時、倒産し大工にはならなかったが、
誰より職人精神が身に滲んでいる。
　3 人の息子のうち、 2 人が大工になって同じ会社で一緒に仕事をしてい
る。

　今年も女性を含んで 50 人余りの新しい予備職人が入社する。 一人前の大
工が誕生するには十何年はかかるという厳しい道である。その時間を縮め
るために平成建設は会社に 何時でも練習できる作業空間を用意し、毎年 2 
回技能コンテストを開催している。
秋元社長は大工予備軍にこういう。

「お金のためではなく、面白いことをしなさい ! 大工と言うのは毎日遊んで
いるかのような楽しいことをやる仕事である。ストレスもなくて多様な事
ができる面白い世界なのだ。」
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